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キイロショウジョウバエ蛹では 467 nm と 440 nm にピークがある 2 山型の殺虫効果を
示した（Fig. 1）。378~508 nm の波長範囲では光強度の上昇に伴って殺虫率も高くなる傾
向が見られたが、532 nm 以上の波長においては、光強度が上昇しても殺虫率には大きな変
化が見られなかった（Fig. 2）。チカイエカ蛹では 417 nm に高い殺虫効果があった（Fig. 
3）。404~467 nm の範囲においては、光強度が上昇すると殺虫率も高くなる傾向が見られ
た。殺虫率の上昇が最も顕著であったのは 417 nm であった（Fig. 4）。ヒラタコクヌストモ
















あった（Fig. 7）。終齢幼虫では 405~465 nm の範囲で同程度の殺虫効果が示された（Fig. 
8）。いずれの波長においても光強度の上昇に伴い殺虫率も高くなったが、494 nm は他の波
長と比較して明らかに効果が低かった（Fig. 9）。蛹では 15 段階（P1–P15）の成育ステー
ジのうち、P2–P4、P5、P7–P9、P10–P11 の 4 段階を供試した。416~465 nm の波長範囲
は P2–P4 および P5 の蛹に対して高い殺虫効果を示したが、蛹の成育に伴い殺虫率は大き
く減少した（Fig. 10）。P2–P4 および P5 の蛹に対して、416~465 nm の光を上記試験より
低い強度で照射した結果、465 nm が最も高い殺虫効果を示した（Fig. 11, 12）。成虫には
12 日間連続で光を照射し、3 日ごとの累積死亡率を調査した。光強度が低い場合は 417 nm
が最も高い殺虫効果を示したが（Fig. 13, 14）、高い光強度では 465 nm が最も高い殺虫効
果を示した（Fig. 15, 16）。短波長可視光照射が成虫の寿命と繁殖能力に与える影響を詳細
に調査するため、成虫が死亡するまで 467 nm 光を連続して照射し、そのときの生存日数と
産卵数を計測した。成虫の寿命と産卵数は 467 nm 光の強度の上昇に伴って顕著に減少す



























増加した（Fig. 21）。波長間で発生量の比較をすると、404~466 nm の範囲では発生量が多









第 6 章 短波長可視光の照射がキイロショウジョウバエ蛹の発育過程に与える影響 









第 7 章 照射強度と照射時間が殺虫効果に与える影響 
 465 nm を用いて照射強度と照射時間を様々な組み合わせで変え、殺虫効果の変化を調査
した。連続照射条件で殺虫効果を得るには、照射強度 8×1018 photons･m-2･s-1 以上、照射
時間 18 時間以上が必要であり、高い殺虫効果を得るには 24 時間の照射が必要であった
（Fig. 25）。次に、24 時間照射の途中に暗期を挿入することで一日当たりの照射時間を様々
に変化させて、殺虫効果を調査した。照射強度が 10×1018 photons･m-2･s-1であれば、一日
当たり 6 時間の照射（6L18D×4 日間）でも 24 時間連続照射条件と同等の殺虫率が得られ




























Fig. 1 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ蛹殺虫率 
光強度 3×1018 photons･m-2･s-1で 7 日間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で 
有意差あり（Steel-Dwass test）、DD は全暗条件を示す 
 















Fig. 3 各波長光照射によるチカイエカ蛹殺虫率 
光強度 10×1018 photons･m-2･s-1で 5 日間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で
有意差あり（Steel-Dwass test）、DD は全暗条件を示す 
 





Fig. 5 各波長光照射によるヒラタコクヌストモドキ蛹殺虫率 
光強度 2×1018 photons･m-2･s-1で 14 日間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で
有意差あり（Steel-Dwass test）、LD は冷陰極蛍光ランプを用いた 16L8D 条件を
示す 
Fig. 6 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ卵殺虫率 
光強度 4×1018 photons･m-2･s-1で 48 時間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で




Fig. 7 各波長、各強度の光照射によるキイロショウジョウバエ卵殺虫率 
DD は全暗条件を示す 
Fig. 8 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ終齢幼虫殺虫率 
光強度 5×1018 photons･m-2･s-1で 24 時間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で
















Fig. 10 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ各成育ステージの蛹に 
おける殺虫率 




Fig. 11 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ蛹殺虫率（P2–P4） 
光強度 9×1018 photons･m-2･s-1で 24 時間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で 
有意差あり（Steel-Dwass test）、DD は全暗条件を示す 
Fig. 12 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ蛹殺虫率（P5） 
光強度 9×1018 photons･m-2･s-1で 24 時間連続照射、異なる文字間に p < 0.05 で 





Fig. 13 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ成虫の累積殺虫率 
光強度 1×1018 photons･m-2･s-1で 12 日間連続照射、DD は全暗条件を示す 
Fig. 14 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ成虫の累積殺虫率 
光強度 1×1018 photons･m-2･s-1、Fig. 13 の照射 12 日目における累積殺虫率を





Fig. 15 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ成虫の累積殺虫率 
光強度 10×1018 photons･m-2･s-1で 12 日間連続照射、DD は全暗条件を示す 
Fig. 16 各波長光照射によるキイロショウジョウバエ成虫殺虫率 
光強度 10×1018 photons･m-2･s-1、Fig. 15 の照射 3 日目における殺虫率を比較、
















Fig. 17 467 nm 光照射によるキイロショウジョウバエ成虫の寿命の変化 





















































Fig. 22 光強度 10×1018 photons･m-2･s-1の各波長光を照射したときの過酸化 
水素発生量 





Fig. 23 465 nm 光照射により死亡した個体の各部位の発育完了率 
光強度 11×1018 photons･m-2･s-1で 24 時間連続照射、部位間の発育完了率に 






Fig. 24 465 nm 光照射によるキイロショウジョウバエ蛹各部位の発育完了期 
間に与える影響 




Fig. 25 各照射強度・照射時間におけるキイロショウジョウバエ蛹の殺虫率 
8×1018における検定結果を英大文字、10×1018における結果を英小文字で示す
異なる文字間に p < 0.05 で有意差あり（Steel-Dwass test）、凡例の数字は光強
度（×photons･m-2･s-1）を示す、照射波長は 465 nm 
Fig. 26 各強度、各照射条件におけるキイロショウジョウバエ蛹の殺虫率 
凡例の数字は光強度（×photons･m-2･s-1）を示す、照射波長は 465 nm 
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